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一
　
はじめに
　『本院侍従集』は、いわゆる物語的私家集が多数編まれた時代に出来た、歌語りの頃を代表する私家集の一つである。 『延喜御集』 、 『一条摂政御集』 、 『元良親王集』 、 『伊勢集』などの物語的家集の研究において、 『本院侍従集』もまた引き合いに出される。　しかし、似たような傾向の物語的家集であっても、 『本院侍
従集』は以下のような特徴を有する。①描かれる恋愛が藤原兼通と本院侍従のそれただ一つであること　『伊勢集』 、 『一条摂政御集』 、 『元良親王集』 、 『延喜御集』などではいずれも主人公は複数人の異性と関係にある。 『本院侍従集全釈』 （以下『全釈』
（1
（
）に「本作品に取り扱われている恋愛
が単数である点が目につく」とあるように、 『本院侍従集』で描かれる恋愛関係は、兼通と本院侍従のそれのみである。②虚実はさておくとして 進行が時系列に沿っていること　
史実に沿っているか否かはともかく、 『本院侍従集』は時間
の進行が一直線であ 。男が女に懸想してから、契りを結び、やがて疎遠になるま の一連の流れを逆行するこ なく一直線上に描い いる。③場面の切り替えの役割を担う、歌の詠み人 移　
この点について、詳しくは次章で見ていくが、本集は三部構
成だと考えられ、さらにそれを十三の場面に分け ことが出来る。そう見られる理由は、第一部、第二部 第三部を構成する、各場面の最初の歌を詠む人物が、各 において固定化されているからである。
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本論では、右のような特徴に着目しつつ、特に③における場
面の認識を主として、 『本院侍従集』の構造を明らかにしていきたい。　『本院侍従集』 は 『海人手子良集
　
本院侍従集
　
義孝集
　
新注』
（以下『新注と記す』
（2
（
）が示す、穂久邇文庫本系統と冷泉家時雨
亭文庫本系統とに分かれる、とする系統分別の見方を本論では援用するが、本文については時雨亭文庫本の翻刻を私によって適宜濁音など、改めさせて ただく。
二
　『本院侍従集』の構成
　
本集の構成については、 『全釈』が冒頭一首と後続の贈答
十五組で捉え、それを四分構成と見る。 『全釈』は穂久邇文庫本系統に属する松平文庫本で把握してそのような認識になっているが、伊井春樹氏はこれを三部構成と見る
（3
（
。しかし、いずれ
の把握によっても物語の文脈に拠るものであ 。そのため、本論ではより本文の記述に沿う形での認識を試みたい　
そのため、本論では『本院侍従集』全文を見ていくこととす
る。 （ただし、時雨亭文庫本の跋文 含めない。加えて、そのままでは文意が通らないなど、 文の理解に難を感じる部分に
ついては、 『新注』の整定本文を利用する）　
なお、巻末に参考資料として表を付したので、適宜参照され
たい。第一部第一場面
いまはむかしかむたちめの次郎なる人おほえいとかしこかりけれとまたわかうてかうふりもえぬ はしけりおほちは太政大臣にてなんおはしけるい うとはきさきはらのみこにたてまつり給てふちつほにそさふらひ給けるその御いとこさふらひたまひけり□□このしらきみおもひかけたまう□物なといひてかくよみていひいれたまへり
1　
色にいてゝ今そしらする人しれすおもひ○
わ
つる深き心を
なときこえたまうて御さとはいつこそとのたまひけれは女
2　
 わか宿をそことも何かをしふへきいはてこそみめ尋けりやと
3　
我思ひ空の煙と成ぬれは雲井成とも猶尋てん
又おとこ
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4　
われならぬ人は待ともすきくれの命を捨て引かたによれ
返し
5　
 君ならぬ人はまたねとすきくれの引とてよらん心よはさよ
　「物などいひてかくよみていひいれたまへり」としたのは「このしらぎみ」 、つまり兼通であり、第一場面は男の贈歌に端を発する。　次に見える女の歌は、 「御さとはいづこぞとのたまひければ
女」とあるように、兼通が女の住む場所を尋ねたことに対しての返答の歌なので、これは返歌として見るべきである。この居場所を尋ねる言葉は、歌無しには口に出来ないものだっ と捉えられる。 『全釈』 は、 この
2番歌を 「本院侍従から詠みかけた」
歌だと見ているが、同時にそ 説明として「男の問い――御里はいづくぞへ
　
の返事を歌でした場合」と見ており、やはり贈
答を本院侍従から持ちかけた形とは認められない。　
３番歌は詞書を欠くが、２番歌の返歌であ ことは「尋ねけ
りやと」 、 「猶尋てん」の呼応から明瞭であ　
４番歌の「又おとこ」の「又」は、これが同一場面で詠まれ
たことを示すものとして考えた。仮に別の場面で ったと捉え
たとしても本論の主張を変えることは無いが、本集には「又」を持 ない「おとこ」も存在し、その区別をしたく思うためである。第二場面
おとこにやりとのはさまをいさゝかあけてものいひける人こ むつましうおほえけれはむねいたしやきいしあてむ○
て
いりにけれはおとこわひていにけりつとめて
ふみをこせけり
6　
 あはてしも帰りしよりもいとゝしくくるしといひしことやわひしき
返し
7　
 ねぬなはのくる 事はとふことのおこたることそうれしかりける
又おとこ
8　
 ねぬなはのくるしきことのおこたる 我かくれたるしるし成らん
又おとこ
 　　　　　　　　
字落歟
　　　　
自筆の本のまゝ
9　
 みを捨て露のみとはきえぬともあはれてふけき人のなき
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返し女
10　
 夏の夜の露
のと
思いてあかしてはあやなく我やぬれきぬを
きん
　
女に「むねいたしやきいしあてむ」と仮病を使われて追い返
され、 「つとめてふみおこ」したのは兼通であるので、この場面でも男からやり取りが開始されている。以降の８番、９番は第一場面同様詞書は「又おとこ」となっており、これが第二場面についての歌を詠んでいるものとして解されよう。第三場面
とて女のまかりいてにけれはあしたに女のさとにはあらて本院なりけり
11　
杣河の流るゝくれを君はまて我おりたちて筏士はせん
返し
12　
 いかたしの心しすまは杣
川山
のくれをも我はよそにこそみ
めめ
　「女のまかりいでにければあしたに」とあり、ここでは贈歌
の主が詞書の上には見当たらない。続く「女のさとにはあらで本院なりけり」は説明的な文言で、女の退出先について述べているが、これは男が女の居場所を突き止めたことを示していると考えられ 物語性の強く表れている部分と見て良いだろう。　
詞書の上には見えない詠み人だが、
11番歌に「君はまて」と
あることから、 「今宵まうで来む。門鎖さで、あひ待 」 （後撰集・巻第十四・恋六・よみ人しらず）と同様に考え れ、ここで「まて」と言っているのは男である。また、
4番歌でも男の
歌に「われならぬ人は待とも」とあ 、 待つのは女の側になる。第三場面の始点も男 考えられ 。第四場面
さてものきこえんとせちにのたまひけれはたゝしとみこしに うけたまはらんとありけるにこの女のつかひける人をかたらひて入たまひにけ さら 人もしらぬ事なりけり又のあしたにおとこ
13　
 露のをきてあかぬ心にわかるれはわか衣手そかはかさりける
返し
14　
 衣手
はも
ぬると聞にもいとゝしくわれさへ夏の夜そうかり
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ける
　
ここではついに男が女と結ばれる。 「さらに人もしらぬ事な
りけり」と見える草子地的記述も本集が物語的歌集であることを指摘する上で 逃せない。　
やり取りのきっかけは「又のあしたにおとこ」とあるように、
後朝の歌 詠みかけた男の側であることは言うまでもない。第五場面
おとこひと夜ねて又の日
15　
袖ぬれてほしそわつらふから衣君かた枕ふれぬよひには
かへし
16　
 わかためにおもひしあらはよそなから君かたもとはぬしとそ思
　「又の日」とあるので、時間的にも第四場面とは隔たりがあることが分かる。第六場面
おとこ
 
17　
忍つゝ夢の夜すから恋わひて涙の淵とうかひてそぬる
返し
18　
 うかひても君はねにけりいかなれはいつもおきゐてなきあかすらん
19　
 うかひても袂のみこそぬれまされ我もねられず君こふる夜は
女
20　
 なけきつゝあなおほつかな唐衣ぬれまさるらん袖をみぬまは
おとこ
21　
 あさことにほしそわひぬる我袖はよる〳〵ことにそほちまされは
返し
22　
ほす人もありとこそきけから衣うすく成行人のためには
　『本院侍従集』は、場面の転換を行う際、詞書の上で示すことが多いが、ここでは「おとこ」とのみあり、それまでの「又おとこ」とは違う印象を読み取るべきである。
18番歌の「君は
ねにけり」を勘案するなら、第五場面導入の「おとこひと夜ねて又の日」に続く印象も受けるが、それでは詞書の違いの説明
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が付かない。男が違う場所で夜を明かしたことを指摘しているこれは、時間的に後だと考えると納得が行く。　
19番歌について『新注』の補説には、 「当該歌は明らかに
18
番歌への返しであり、 （中略）本集が、
1番歌詞書からも知ら
れるように『男を主人公とする家集』であるという前提から考えると、 『おと 』という詞書はなくて当然だと言える」とある。
2番歌から
3番歌にかけてあった同様の例を思えば納得は
行きそうだが、
21番歌が前歌の「ぬれまさるらん」 、 「袖を見ぬ
まは」 に 「我袖は」 、 「そほちまされば」 の形で続くにも関わらず、「おとこ」という詞書を持っているだけに、肯定することは出来ない。このような問題から、 「又おとこ」でないが第六場面に含めた。 「又 とい 表現 同一場面で詠われたが、後歌が前の歌に意味的に続か い場合に付されたものと取るべきだろう。第七場面
おとこ
23　
 人しれす有明の月のいひしかは露そわか身におきまさりける
かへし
24　
 夜な〳〵になりぬと思は露のをきてぬるらん袖もあらしとそ思ふ
返しおとこ
 
25　
 君かみに はぬはかりをよひことに露のおきゐてあかしこそすれ
　『新注』では
23番歌の「有明の月のいひしかば」を、穂久邇
文庫本の「いでしかば」によって改めている。この見方に沿うにせよ沿わないにせよ、男は有明の月が見える場所に身を移していることは言えるだろう。 すなわち、 場面はここで切り替わっているのである。前の歌とも切れていることは明白で、詞書も「又」が見受けられないこ から異なるもの して見て良いだろう。　第八場面
おとこいてゝすなはち
26　
 ほの〳〵と明行程は打なけきしのゝめよりそねはなかれける
返し女
27　
 なほさりにしのゝめよりは明くれはうは露はかりをくとみ
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えける
　「おとこいでゝすなはち」 から始まる後朝の贈答になる。従って場面は切り替わっていることが分かる。第二部第九場面
かくてすみわたり給ふ程にこの女をよはふ人ぬすみもていにけれはおとこ君いみしふなき給ひけれは女きゝてあはれと思 かくなんいひやれりける
28　
世中を思ふもくるし思はしと思ふも身にはやまひ成けり
おとこ返し
29　
 忍ふれど猶わすられすおもほゆるやまひそ君にわれは される
又女
30　
 おもはすにある世中のくるしきにまさるやまひはあらしとそ思ふ
　
ここでやり取りのきっかけを作るのは、本院侍従を盗み出さ
れて悲嘆に暮れる兼通の様子を聞いて、 「あはれと思てかくな
んいひやれりける」本院侍従である。 「おとこ君いみじふなき給ひければ」を見ると、男の側からのアプローチも考えられるが、 「女きゝて」とあ のが重要になる。男は直接女に何かを言いかけたのではなく、ただ悲嘆に暮れており、そのこ を女が耳にして 憐れんだと書かれているのである。　
ここに大きな構造の転換が起きる。それまでは男からの歌を
受けるばかりであったのが、逆に女 ら歌をやるようになっている。それは後続の第十・第十一場面でよりはっきりと分かるようになる。第十場面
この女内にまいりにけれはいといみしと思てそなき給けるひさしくありて女のいひけるにや
31　
わか身ゆへうきとは思をきなからつらきは人の心なりけり
かへし
32　
身のうさを思しりぬる物ならはつらき心は何かうらみん
　
女の参内を嘆く兼通であったが、 「ひさしくありて女のいひ
けるにや」とあるように、これもやはり女の側からである。第七贈答同様、男の様子を慮って歌を贈る様子が見える。 「ひさ
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しくありて」が、男の嘆きを直接的に受けてその直後に詠んだものではなく、後になって女が自発的に歌を詠んだことを表出していると考えられよう。第十一場面
かくてこのきみ女おやの御ふくになりたまひぬと聞てとふらひたてまつり給たりける御かへりことにいつもしくれはとの まへりけるに女
33　
われさへそ袖は露けき藤衣君おりたちてぬると聞しに
返し
34　
をとにのみ聞わたりつる藤衣ふかくわひしと今そしりぬる
　
兼通の服喪に際しての状況が述べられるが、ここは入れ子式
になっており、
33番歌は、 「いつもしぐれは」という歌への返
歌であり、その歌は「とぶらひたてまつり給たりける」本院侍従の言葉ないし歌への「御かへりごと」に詠まれたものであ 。つまり、ここでも女の側に端を発していると言える。やはりその理由は「御ぶくになりたまひぬと聞て」であり、女は間接的に男 事情を知って思いやっ と描かれる。
第三部第十二場面
この女のともたちのもとよりしらうきみのもとのめのことさまになりたることいかにおほすらんとて
35　
 ほかさまになひくを見つゝ塩竃の煙はいとゝもえまさるらん
返しおとこ
36　
塩竃のもゆる煙は
〻 も
ある物をからきなけきをたくかわひしさ
　
35番歌の詞書には時間的な位相は見えないが、本院侍従が兼
通のもとから奪われた後であることは「もとのめのことざまになりたる」 見えることから分か 。　
ここでやり取りを持ちかけるのは 「女のともだち」 であり、 「お
とこ」でも「女」でもない第三者になっている。　「この女のともだちのもとより」とのみあるばかりで、最早兼通の行動が示されていない点にも注目すべきである。第十三場面
とあれはなをおほすらんとこそおほゆれとて女の御かたのこたち
〻
のいひけ
や
る
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37　
初秋の花の心をほともなくうつろふ色をいかにみるらん
返し
38　
 時わかす垣ほに生ふるなてしこはうつろふほとの秋もしらぬを
又返し
39　
 色かはる萩のした葉も有物をいかてか秋をしらすといふらん
その比おとこ君兵衛のすけになりたまへりいまはほりかはの中納言 かや
　
詠み人についてであるが、
36番歌を受けて「なおおぼすらん」
と感想を抱いた人物は「女のともだち」と考え、 「女の御かたのごたち」もそれと同様に考えても良く思われるが、別の表現を用いていることから別の人物の可能性も考えら 、場面として分けるべく解した。
三
　
各部各場面から読み取れる構造の意味
　
ここまで、 『本院侍従集』の本文、とりわけ詞書に着目し、
三部十三場面に分けた。
　
それによれば、第一部（第一場面～第八場面）の各やり取り
は全て「おとこ」の側に端を発し、第二部（第九場面～第十一場面）ではそれが「女」の側にシフトする。そして最後は女の側に立つ第三者一名ないし二名となる。　
この構成は見事なまでに男と女の距離感を表出している。第
一部においては、いずれも男からやり取りが始まり、男の積極性が示される。　
第二部においては、最早兼通は直接本院侍従に接する位置に
おらず、彼の方からはアプローチするこ が出来ない状態にある。そのような状況になって初めて能動的に歌をやる女の姿勢は、何とも意地の悪いものに見える。いずれも女の側から持ちかけるようになるこ 転換は、男が女に影響力を持て くなったという、関係性の変化を示唆するものだと考えら るのではないだろうか。　
そして第三部では、第二部には描かれて た男の様子は全く
描かれることがなくなる。同時に女も姿を消し、女の側の人間によって、話題の対象に のみである。前 部で哀れみの姿勢で歌を贈った女に比べて、いなくなった をどう思うかと歌をやる「女のともだち」や「女の御かたのご ち」の姿 女から完全に隔絶した男に恋の終焉を通告す 役割を持って る
70
のだろう。前の部には見えた、情けをかけて歌を送ってくる女は最早いないから、 そのために第三者が男に歌をやるのである。
四、終わりに
　『本院侍従集』の構造を部に分けて見る考え方は既存の研究にあったが、その中でやり取りを誰の立場から開始し それまとまりを持っていることにつ て指摘する研究 未だ見られない。本集の本文批評もまだ未成熟な部分が多く見受けられ、本論も詞書に少し着目した程度に過ぎず、より切り込んだ研究は今後の課題とするところである。注
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・守屋省吾「蜻蛉日記形成論」 （笠間書院・一九七五年）・稲賀敬二「本院侍従―その生涯と集―」 （ 『広島大学文学部紀
要』第三六巻）
・堤和博
　「歌語り・歌物語隆盛の頃
　
―伊尹・本院侍従・道
綱母達の人生と文学―」 （和泉書院・二〇〇七年）
・山口博「王朝歌壇の研究―村上、 冷泉、 円融朝編―」 （松楓社・
一九六七年）
・守屋省吾「歌人藤原兼通の実像と虚像」 （ 『平安文学研究会』 、
一九七三年）
・荻窪昭子「本院侍従集試論」 （ 『国文目白』第一七号）
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・高橋正治「本院侍従集覚書」 （ 『清泉女子大学紀要』第九号）・片桐洋一「一条摂政御集について」 （ 『国語国文』一九六五年）
歌番号
場面番号
詠み人
該当する詞書
1
一
男
このしらきみおもひかけたまう□物なといひてかくよみていひいれたまへり
2
女
女
3
男
ナシ
4
男
又おとこ
5
女
返し
6
二
男
つとめてふみをこせけり
7
女
返し
8
男
又おとこ
9
男
又おとこ
10
女
返し女
参考資料
・同氏
　　
「本院侍従」 （ 『国文学
　
解釈と教材の研究』 ・
一九六六年）
歌番号
場面番号
詠み人
該当する詞書
11
三
男
ナシ
12
女
返し
13
四
男
又のあしたにおとこ
14
女
返し
15
五
男
おとこひと夜ねて又の日
16
女
かへし
17
六
男
おとこ
18
女
返し
19
男
ナシ
20
女
女
21
男
おとこ
22
女
返し
歌番号
場面番号
詠み人
該当する詞書
23
七
男
おとこ
24
女
かへし
25
男
返しおとこ
26
八
男
おとこいてゝすなはち
27
女
返し女
28
九
女
おとこ君いみしふなき給ひけれは女きゝてあはれと思てかくなんいひやれりける
29
男
おとこ返し
30
女
又女
31
十
女
ひさしくありて女のいひけるにや
32
男
かへし
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（まつむろ
　
じゅうや／本学大学院生）
歌番号
場面番号
詠み人
該当する詞書
33
十一
女
御かへりことにいつもしくれはとのたまへりけるに女
34
男
返し
35
十二
女のともだち
この女のともたちのもとよ
36
男
返しおとこ
37
十三
女のごたち
女の御かたのこたちのいひける
38
男
返し
39
女のごたち
又返し
